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研究成果の概要（和文）：サハリン，北海道，東京，韓国で実施した樺太方言話者，ならびに北

海道方言話者への面接調査で収集したデータを用い，樺太方言・北海道方言における言語変容

を過程の関係を考察した。移住開始時から第二次世界大戦終了までの間は類似した言語体系が

形成されたが，戦後の異なる社会言語学的状況のもと，樺太方言は個人差が顕著になる方向へ

の言語変容，北海道方言は東京語化の言語変容になることが明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：This study investigated two Japanese regional koine-formations in 
Karafuto and Hokkaido dialects based on the research data collected in Sakhalin, 
Hokkaido, Tokyo, and Korea. Detailed analyses of the research data revealed that Karafuto 
and Hokkaido dialect maintained similar features in the koine formation until the end of 
the WWII. However, the direction of the linguistic change differs between them after the 
WWII, this can be observed in the increase of the emphasis on the individual features in 
Karafuto whilst Hokkaido dialect is characterized by the Tokyo Japanisation. 
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１．研究開始当初の背景 
樺太方言が北海道方言と密接な関係にあ
ることは，平山（1957）で指摘されている。
北海道方言が，移住者が持ち込んだ方言に
よって形成された接触方言（コイネ）であ
るならば，北海道からの移住者が話者の多
数を占める樺太方言は，そのコイネを基盤
として形成された「コイネのコイネ」であ
る。 

 申請者はこれまでサハリンで行なって
きた調査（平成 17 年度文部科学省科学研
究補助金（若手研究（B）「サハリンに残
存する日本語の地位に関する調査研究」
（課題番号 17720110，代表者 朝日祥之））
から，樺太方言と北海道方言との間に類似
した特徴を観察してきた。二つの方言の関
係を明らかにするには，平山が調査した当
時の言語状況から現在に至るまでの言語
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変容を明らかにする必要がある。同時に，
両者はともにコイネであることから，調査
方法を十分検討した上でデータ収集を行
う必要もある。なお，これまで，本研究課
題に関連した研究は，小野（1993）でその
可能性が指摘されるに留まっている。 

 
２．研究の目的 
本研究で明らかにしたい点は，大きく分け
ると次の 2 点にまとめられる。 

Ｉ．戦前と現在における樺太方言と北海道方言
の特徴把握 
戦前と現在の樺太方言と北海道方言に見ら
れる特徴を把握する。その手順として，①
戦前の樺太方言・北海道方言の特徴，②現
在の樺太方言・北海道方言の特徴をそれぞ
れ把握する。その際，当時の言語生活に関
する情報収集にもとづく調査（文献調査）
と現地で言語生活に関する情報収集をイン
タビューで行う調査（面接調査）を実施す
る。 
調査対象は，アクセント，音声，語彙，文法
のそれぞれの項目とする。それぞれの項目に
おけるデータは戦前のものは文献調査によ
って，現在のものは面接調査によって収集す
る。文献調査は，「全国小学児童綴方展覧会」
や方言語彙集などの情報を用いながら行う。
調査地点は，戦前の樺太が敷香（現ポロナイ
スク）であったことから，サハリンでの調査
はポロナイスクと州都であるユジノ・サハリ
ンスクで実施する。北海道での調査は，内陸
部方言が使用されている地域（旭川），樺太
引揚者が多数を占める地域（稚内），海岸方
言が用いられる地域（函館），北海道の文化
産業の中心地（札幌）を調査地点とする。 
ＩＩ．樺太方言と北海道方言で見られる言語
変容の関係 
 記述の通り，戦前に形成された樺太方言
と北海道方言が類似した関係にあることは
平山（1957）にあるとおりである。本研究
が明らかにすべきことがらは，戦後現在に
至るまでの間に生じた言語変容の性質の差
が，現在の樺太方言，および，北海道方言
の姿にどのように表れるかである。 
 
３．研究の方法 
研究は，（１）文献調査と（２）面接調査を
企画・実施することで進められた。 
（１） 文献調査 

戦時中の樺太に関する言語生活につい
ての資料や方言資料などに関する文献
を収集する。 

（２） 面接調査 
   現在のサハリン，北海道における言語

使用について，文献調査で収集された
情報を基盤とした調査票に基づくイン
タビューを行う。 

 
 
４．研究成果 
 ここでは，樺太方言に見られる特徴を中
心に概説し，それと北海道方言との関係に
ついて考察を行う。平山（1957）によれば， 
「･･･樺太方言の主流音調においては，北海
道と共通する点が多く，音調以外の音韻，語
彙，語法などもすべて北海道の縮図の観があ
る」と述べる。その意味でも，終戦までの樺
太・北海道方言はほぼ共通した体系を備えて
いたと考えられる。 
 
４．１．アクセント 
1930 年代の樺太方言，北海道方言のアクセ
ントは，平山（1957）によれば，表１のよう
である。 
 
表１ 1930 年代における二拍名詞アクセント 

 
 
 このデータが収集されてから 70 年以上が
経つ。その間にサハリンの日本語にどのよう
な変化が生じたのであろうか。幸いなことに，
平山が 1938 年に調査した時の被調査者の一
人に 2008 年 7 月にアクセント調査を札幌で
実施することができた。 
 その結果，この話者のアクセントは 4 類・
5 類は変わりないが，1 類・2 類・3 類につい
ては，二拍目の母音の広狭によって平板型か
中高型が弁別されるようになった（Asahi 
forthcoming）。なお，戦後，サハリンに残っ
て生活をしてきた日本人の間では，このアク
セントに見られる経年的な変容の姿はこれ
よりも複雑で，個人差が顕著である（朝日
2008a，2008b など）。日本語話者のほとんど
がサハリンを離れ，それまでとは異なる規範
意識の中で日本語が使われてきた結果とも
受け止められる。 
 
４．２．音声 
 次に，樺太方言に見られる音声的特徴を取
り上げる。樺太方言は，北海道方言・東北方
言の影響を強く受けている。 
 これまで収集してきた調査データから，次
に音声的特徴が確認できた。発話例とともに
見てみよう。なお，カッコ内は話者の【生年・
性別・民族】を示している。 
(Ⅰ) イとエの混同 

「イ」が「エ」（例 1，2），「エ」が「イ」
となる場合（例 3,4）がある。この傾
向は，北海道海岸部方言，東北方言

１類 2類 ３類
４・５類
（a,e,o）

４・５類
（i,u）

端・鼻 橋・歌 髪・花 肩・朝 海・秋

樺太（敷香） HL/HLL

北海道（札幌） HL/HLL

LH/LHH

LH/LHH

LH/LHL

LH/LHL



 

 

などで観察される。 
（1） エ（胃）エブクロ（胃袋）でし

ょ 【1936 年・男・日本】 
（2） エキ（息）エキ（息）かい    

【1933 年・女・ウイルタ】 
（3） コイ（声）コイ（声）が出る   

【1936 年・男・日本】 
（4） コエ（鯉）コエ（鯉）だ     

【1934 年・女・日本】 
（II）ヒとシの混同 

「ヒ」を「シ」と発音する場合があ
る（例 5，6）。これは，道南地域，関
東南部，東北，長野，新潟，富山な
どで観察される（国立国語研究所
1966）。 
（5） たくさんシト（人）が入ったり

出たりしてますよ【1931 年・
女・日本】 

（6） 土地をシライテ（開いて）農業
したり 【1936 年・男・日本】  

（III）カ行・タ行子音の有声化 
カ行，タ行子音が語頭以外の環境で
有声化する現象も見られる（例 7，8）。
この現象も北海道海岸部，東北地方
の方言的特徴である。 
（7）おかあさんに ニデル（似てる）
んだ ワダシ【1938 年・女・アイヌ】  
（8）したから 今度 もっと ツガワ
ナイ（使わない）から もっと でき
ない【1929 年・女・朝鮮】 

（IV）チとツの交替 
    ウイルタ人に見られる特徴で，「ツ」

が「チ」と発音される（例９，１０）。
これはもともとウイルタ語の音韻体
系に「ツ」が存在してないことによる。 

   （9）いやー ナチガシカッタ（懐か
しかった）ナチガシ（懐かしい）【1926
年・女・ウイルタ】 

   （10）10 ガチ（月）10 ガチ（月）6
日【1926 年・女・ウイルタ】 

 
４．３．形態 
 次に，樺太方言に見られる形態レベルの特
徴について述べる。形態レベルにおける特徴
も確認されている。やはり北海道方言，東北
方言の特徴を多く持ち合わせているが，中に
は西日本方言の特徴も垣間見られる。以下，
その発話例とともに述べる。 
（I）格助詞「サ」の使用 

東北方言・北海道方言で使われる格
助詞「サ」の使用が確認できる。こ
れまでの確認した「サ」の用法とし
て，方向（例 11，12）・場所（例
13）などがある。 
（11）誰だか  遊びに 日本サ 来
て （動作の帰着点）【1936 年・女・
日本】 

（12）で そっちのほうサ 見で 
（移動の方向）【1938 年・女・アイ
ヌ】 
（13）そこサ  一晩 泊まっていっ
た （場所）【1933 年・女・日本】 

（II） 推量・意志の「ベ」 
推量・意志をあらわす助動詞「べ」
の使用が確認できる（例 14，15）。
関東・東北に広く分布する。 
（14）あの 姉さん 来たら わか
るベさ（推量）【1937 年・女・朝鮮】  
（15）大事な  話だ でも そんな
こと どーぜ しないベさ（意志）
【1939 年・男・日本】 

（III）可能の「－ニイイ」 
   可能を表す「レル・ラレル」の他に

北東北地方の方言形式である「－ニ
イイ」の使用も認められる（例 16，
17）。 

   （16）日本だ 日本語だから みん
な わかる しゃべるニイイんだ
けど【1930 年・女・ウイルタ】 

   （17）どぶろくは 芋でも 造るニ
イイし【1939 年・男・日本】  

（IV）アスペクト表現「－テイル」「－ト
ル」の使用 

    アスペクトを表す形式は基本的に
「－テイル」または「－テル」であ
る（例 18）が，話者によっては西日
本方言形式「－トル」を用いる場合
（例 19，20）もある。 

    （18）なに私たちも すこーしくら
いは やっテタからね【1929 年・
女・日本】 

    （19）外に 出て 遊んドッタ わ
けさ 【1922 年・男・朝鮮】 

    （20）その 家で 食べて 仕事シ
トルから【1922 年・男・朝鮮】 

 
４．４．語彙 
 ここで，語彙に見られる特徴を取り上げる。
ここでは，樺太野田小学校同窓会野田白樺会
（1980）に 551 語からなる「樺太ことば」を
活用する。これに採録された語がどのような
方言的特徴をお持ち合わせているのかを石
垣（1991），小学館（1995）で確認し，現在
のサハリンの日本語話者（三人）に使用意識
について 2010 年 2 月にユジノサハリンスク
で調査を行った。 
 以下では，石垣（前掲），小学館（前掲）
のいずれかに採録のあった「樺太ことば」を
取り上げる。具体的には，その語形が使用さ
れている地域によって，次の四つに分類する。 
（I） 北海道に分布があるもの 
   北海道方言でその語形の使用が確認

されるグループである。移住者がもっ
とも多い北海道から持ち込まれた方言



 

 

語形である。例：げれっぱ，たこ，ぼ
っこぐつ，等 

（II） 北海道・東北地方に分布があるもの 
次は北海道方言，東北方言で用いら
れているグループである。このグル
ープに該当する項目数は他のものよ
り多い。これらの地域からの移住者
が主要グループを形成していたこと
が関わっていると考えられる。例：
ねっぱる，へらからい，等 

（III） 北海道と東北・北陸地方にかけて分布
があるもの 
北海道地方，東北地方に加えて北陸
地方にかけて分布のある方言語形の
グループである。サハリン居住者の
出身地の多い地域の方言語形が持ち
込まれている様子が改めて見て取れ
る。例：あづましい，かいべつ，か
くまき，等 

（IV）（（III）の地域に加えて）関東地方以西の
地域に分布があるもの 

最後に，（III）の地域よりも広い地域
で用いられる方言語形のグループで
ある。関東地方以西の県名を見つけ
ることができる。多くの場合，北海
道・東北地方の住民が持ち込んだと
思われるが，他の地方からの移住者
が持ち込んだ可能性も窺える。さま
ざまな地域の方言語形が取り込まれ
ていると考えてもよいだろう。例：
かずける，かっちゃく，たかじょう
等 
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